
リモートログイン設定
(Mac)



ターミナルの起動
Macからのリモートログインにはターミナルのssh/scpを使⽤します。
Finderからアプリケーション→ユーティリティ→ターミナルを起動します
毎回使うのでDockに追加しておきます



ターミナル起動・リモートログイン
ターミナルの画⾯です。ユーザ名、コンピュータ名、が表⽰されます。
外観やフォントなどはメニューバーのターミナル→環境設定で変更できます。
フォントが⼩さくて⾒づらいと思う⼈は設定変更を。



注：学外から接続する⼈はSSH接続前にVPN接続してください

ターミナルでssh ユーザ名@接続先サーバホスト名 を⼊⼒してenterキーを押します

ユーザ名がs1234567、ichoに接続する⼈の場合は

ssh s1234567@icho.u.tsukuba.ac.jp

初めて接続するホストの場合は警告が出るので yes を⼊⼒ (その後enter)

パスワード⼊⼒を求められるので統⼀認証IDパスワードを⼊⼒(画⾯には表⽰されません)⼊⼒後enter

Welcome to Ubuntu .. とでると全学計算機システムに接続が完了しました



お知らせが表⽰されたあとプロンプト (全学計算機システムでのユーザ名＠接続ホスト名:~$)が表⽰されます
このあと⼊⼒するコマンドはすべてichoで実⾏されます



Linuxのコマンドを打ってみる
全学計算機に接続できたのでいくつかLinuxのコマンドを打ってみましょう。
hostname と打ってEnterキーを押すといま接続されているホストの名前が表⽰されます。
ls と打ってEnterキーを押すと今いるディレクトリにあるファイル・ディレクトリの⼀覧が表⽰されます。
exit と打ってEnterキーを押すとssh接続が切断されます。
⾃宅のコンピュータから全学計算機システムのLinuxサーバを遠隔操作できていることがわかります。



⾃分のコンピュータからSSHサーバ(icho/ubuntu)へファイルのコピーを転送

• scpコマンドでコンピュータ間のファイルのコピーを転送する
• scp コピー元のファイルのパス コピー先のファイルのパス

scpコマンドはicho/ubuntuではなく⾃分のコンピュータで実⾏する
(icho/ubuntu側から皆さんのコンピュータにはアクセスできない)
今ログインしている⾃分のコンピュータ(MacBookPro)からichoにreport.txtファイルを転送する
ログインしているコンピュータ上ではないパスは ユーザ名＠ホスト名：パス で指定する
パスを省略すればホームディレクトリになる。
例えば:の後に compphys2あるいは compphys2/ とするとホームディレクトリにある compphys2ディレクトリ
SSHログインと同じパスワードを聞かれるので⼊⼒すると転送が始まる。

カレントディレクトリにあるreport.txtを
ichoのホームディレクトリに転送する場合

カレントディレクトリにあるreport.txtを
ichoのcompphys2ディレクトリに転送する場合

⾃分のコンピュータ名



SSHサーバ(icho/ubuntu)から⾃分のコンピュータへファイルのコピーを転送

• scpコマンドでコンピュータ間のファイルのコピーを転送する
• scp コピー元のファイルのパス コピー先のファイルのパス

scpコマンドはicho/ubuntuではなく⾃分のコンピュータで実⾏する

上の例ではコピー元は ichoのホームディレクトリにあるcompphys2の中の
report.txtファイル, コピー先は⾃分のコンピュータのカレントディレクトリ (testdir)

(“.”はカレントディレクトリを表す)

ichoのcompphys2/report.txtファイルを
⾃分のコンピュータのカレントディレクトリに転送する場合



scpコマンドのその他の使い⽅
• ディレクトリの転送はオプション ‒r をつける

compphys2はディレクトリでファイルではないため転送に失敗

ディレクトリと中のファイルがすべて転送される


